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＜考察＞

①では、４年生国語の授業で物語
文を学習した後に教師の学習指導に
ついてアンケートを取った。結果を次
の物語文の学習指導に生かし、より
良い学習指導へ繋げていく。また、
個々の児童が教師の指導法をどのよ
うに受け止めていたのかを知ることが
でき、一斉授業や複線型の授業でど
のように支援をしていくと学習意欲や
理解が高まるのかを把握することがで
きる。

②では、授業中の児童の進捗状況を
スプレッドシートで把握し、机間指導
では拾うことのできない児童の情報を
得ることができる。必要に応じて、児
童の学びの軌道修正が机間指導と
合わせることで精度が高まっていく。ま
た、chatを活用することで教師のタイ
ミングで限られた児童のみが発言でき
る仕組みの授業から、誰もが自分の
発言したい対明で発言することが可
能になる。

①単元末に児童の学び方をアンケートし、指導に反映させていく

②学習の進捗状況を把握する。自分の考えを自分のタイミング
で発信


